
（１）調査手数料

調査手数料は、

☆ 申請前に指定の銀行口座（三井住友銀行）への振込みにより、納付していただくことになります。

ア 納付に必要な書類

専用の振込用紙により、金融機関で振り込んでください。この振込用紙を使用して三井住友銀行窓口で振り込んだ場合は、

振込手数料は不要です。
（※）振込用紙は、機構本部事務所や地方事務所において配付しています。

（※）ゆうちょ銀行では使用できません。ゆうちょ銀行の振込用紙等により振り込んでください。

（※）振込用紙の郵送を希望する場合には、往信用封筒に「専用振込用紙請求（〇枚）」と記載して、返信用封筒（角２サイズ・宛名を

記入・切手を貼付）を同封の上、機構本部監理団体部宛てお送りください。

（※）いずれの方法で、当該用紙を入手されるとしても、原則として、一監理団体につき一枚の請求をお願いします。

なお、この振込用紙で三井住友銀行以外の金融機関から振り込む場合や、ATMや各金融機関の振込用紙によって振り込む場

合に発生する振込手数料は、各申請者の負担になります。
（※）手数料を振り込んだことを証明する書類（払込証明書等）は、振込をした事実を金融機関が証明した書類であることが必要であるため、

インターネットバンキングでの振込など当該書類が発行されない形態による振込は認められません。１

専用の振込用紙で振り込む際には、

・ 振込人の名義と申請者の名義が一致すること

・ 払込証明書に振込人の名義が記載されていること

を確認の上、振り込んでいただくようお願いいたします。

なお、一度納付された手数料は還付できませんので、金額には十分に注意して納付してください。

イ 受領書等の提出

☆ 手数料を振り込んだことを証明する書類（払込証明書 等）を「調査手数料払込申告書」に貼付して申請書の添付資料とし

て提出

してください。
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（２）専用振込用紙について

調査手数料納付用の専用振込用紙のイメージは下のとおりです。専用振込用紙には、通し番号が振られていますので、下のイメージを印刷して

使用することはできません。専用振込用紙は、機構本部又は地方事務所で配付しているほか、前ページ記載のとおり、返信用封筒（宛名を記入・
切手を貼付）を同封の上、機構本部宛てお送りいただければ、機構本部から郵送いたします。
なお、専用振込用紙を使用する場合には、振込後に、返却される右端の「払込証明書（申請用）」を切り取り、「調査手数料払込申告書」の所

定の場所に貼付の上、申請時に申請書類とともに、機構に提出してください。

①

②

③

④

⑤

（記入箇所）

① 依 頼 日：振込の手続を行った日を記入（３か所あります）
② 金 額：監理事業を行う事業所数に応じた金額を記入（３か所あります）
③ ご依頼人（監理団体）（フリガナ）：申請者の名称のフリガナを記入（３か所あります）
④ ご依頼人（監理団体）（名称）：申請者の名称を記入
⑤ ご依頼人（監理団体）（住所）：申請者の所在地を記入

① ①

② ②

③ ③

⑥ 番 号：振込依頼書の（番号）欄に印刷されている
番号を記入（２か所あります）
この例では、「１００２００１」

※①～⑥以外の欄は記入不要です。

⑥ ⑥
⑥欄にはこの
番号を記入


